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１．はじめに 

 藤原ら 1)は，二重管式標準貫入試験器 2)を用いて粘性土地

盤の現場密度測定実験を行った結果，非常に良い精度で現

場密度を測定できることを報告している． 

本研究では，粘性土地盤において二重管式標準貫入試験

器(以下 SPTと略記する)によって採取した試料を用いて一

軸圧縮試験を実施し，シンウォ－ルサンプリング(以下，

TWS と略記する)によって採取した不撹乱試料の一軸圧縮

強度と比較した． 

乱され方の程度は，サンプラ－の土の中への押し込まれ

方とサンプラ－の寸法による．最も大きな乱され方は連続

したハンマ－の打撃によってサンプラ－が土の中に打ち込

まれることによって生じ，最もよい結果はサンプラ－が地

中に一定の大きな速さで押し込まれるときに得られる 3)．

SPT によるサンプリングはまさにこの前者であり，TWSは
後者といえる．したがって，両者の間には明らかな強度の

違いがあることは予測できる．そこで，その度合いを確認

することを目的として実施した現場実験結果を報告する． 

 

２．実験概要 

実験現場は，海成粘性土の分布する次の 2 ヶ所である．

(a)岡山県岡山市内の南部に広がる干拓地（以下，岡山と略

記する）内に位置し，地盤状況は，上部 5m にシルト混じ

り砂が堆積し，その下位に軟質なシルト（N 値=0,モンケン

自沈）が約 12mの層厚で堆積している．(b)広島県広島市内

の臨海部に位置する埋立地（以下，広島と略記する）であ

り，地盤状況は，上部 17mにマサ土を主体とした埋土が分

布し，その下位にシルト～砂質シルト（N 値=3～6）が約9m
堆積している．図－１に試料採取位置，表－１に採取試料

の物性値，図－２に各現場の代表試料の粒度分布を示す． 

(1)SPT を用いた試料採取 

 標準貫入試験時に標準貫入試験器の代わりに SPTを使用

し，その他の仕様は標準貫入試験方法(JIS A 1219-1995) 4)に
したがって行う．標準貫入試験終了後，サンプラ－を引き

上げ，スプリットバレルの先端から３本目までの中空管を

慎重に取り出し，各中空管の両端面をエッジナイフで成形

する．試料が詰まった中空管の質量を測定し，ラップフィ

ルムなどで密封する．  
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図－１ 試料採取位置 

 

表－１ 採取試料の物性値 
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図－２ 代表試料の粒度分布 
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(2)不撹乱試料採取 

 TWSは，SPTで試料採取した位置より 1m離れた場所で，

採取した試料と同深度になるように，固定ピストン式シン

ウォ－ルサンプラ－による土の乱さない試料の採取方法

(JGS 1221-1995) 5)にしたがって行う． 

(3)一軸圧縮試験 

 中空管内の試料を抜き出し，高さ88mm になるように両

端面を成形し，土の一軸圧縮試験方法(JIS A 1216-1990) 6)に
したがって行う．また，TWSによって採取した不撹乱試料

は，直径 35mm，高さ 88mm の供試体を作成し一軸圧縮試

験を行う．  

 

３．一軸圧縮試験結果 

 図－３，４に一軸圧縮試験結果の深度分布を示す．図中

の記号は，qu：一軸圧縮強度，E50：変形係数，εf：破壊ひ

ずみである．また，それぞれの記号の添え字は，SPT：SPT
で採取した試料，TWS：TWSで採取した不撹乱試料を表し

ている． 

 図に示すように，予測通りquTWS＞quSPT となり，SPT で採

取した試料の方が強度が低いことが確認できる．qu の強度

比 quSPT/quTWSは，図－５ quTWS ～quSPT/quTWSに示すように，

岡山が平均 quSPT/quTWS = 0.68，広島が quSPT/quTWS = 0.46 とな

っており，広島の強度低下の割合が大きい．また，qu’SPT = 
quSPT / (平均 quSPT/quTWS) を算出し，図－３，４．５に併せ

て示す．各試料の(quTWS－qu’SPT)は，岡山は－17～27(kN/m2)，
広島は－51～43(kN/m2)で，広島の方が(quTWS－qu’SPT)の幅が

約 2 倍大きい．これには，貫入試験時の打撃による影響が

大きいと考えられるが，N 値と quSPT/quTWSあるいは(quTWS－

qu’SPT)の間には関係は見られなかった．また平均 qu’SPT /quTWS

はいずれも 1.0 となった． 

 

４．おわりに 

 本研究では，粘性土地盤において SPTによる採取試料と

TWSによる採取試料の一軸圧縮強度を求め，粘性土により

quSPT/quTWS あるいは(quTWS－qu’SPT)が異なることを確認した．

粘性土のサンプリングに伴う乱れについては，すでに多く

の研究が成されている 6)．これらの研究結果等をもとに，

SPT で採取する場合の乱れのメカニズムを解明するととも

に，さらに異なる粘性土地盤で同様の実験を行い，TWSに

よる採取試料の強度との関係を明らかにしていきたい．  
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図－３ 一軸圧縮試験結果（岡山） 
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図－４ 一軸圧縮試験結果（広島）  
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図－５ quTWS ～quSPT/quTWS関係 
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